
           

                

わが国では100万人のうつ病患者が医療機関を受診しており、15人に1人は

生涯１度は罹患すると言われている。ストレス社会でうつ病は、誰でもかか

りうる身近な病気であるが、問診が主たる診断方法であり、客観的方法とし

て導入できる可能性がある。 

うつ病の診断基準は、特定の症状がどの程度続いているかに基づいており、

部分的に患者の自覚的評価が含まれる。ゲノム情報、脳画像情報など様々な

方法が提案されているがいずれも感度・特異度が十分ではない。  

エクソソーム内包マイクロRNAの抽出技術を有する 

研究機関や企業とのコラボ 

少量の血液サンプルから、うつ病の早期発見・早期治療をするため

の技術である。うつ病に特異的なマイクロRNAを含むエクソソーム

を抽出して、このマイクロRNAの増減を計測する。 
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